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矢野南己男提出論文内容要旨
 対象とした患児は,昭和51年7月より昭和55年6月に至る2年間に,国立イ町台病院小児科
 に入院した急性腎炎49例及び真性尿毒症2例で,急性腎炎49例中には、所謂仮性尿毒症4例
 が含まれ,る。急性腎炎こ於ては,原則として,入院直後(初期乏尿期),利尿期及び軽快期の三
 期にわたり,血清電解質測定を行った。著者が実際に採血を行った平均病目は,第5,第'12,
 第4て病田であった01部の例については,血中水分量,Ht,尿中排泄Na,KンG■を測定
 した。測定値の雛計学的処理にあたっては,危険率5%を用いた。急性腎炎に於ては,初期乏尿
 期には食餌中食塩及び蛋白質の制限を行い,利尿期以後次第に制限を解き,利尿剤は一切使用し
 なかった。
 著者が各て0例宛の健康小児(2～15年)より得た血清電解質,H七及び全血.血漿水分量
 の平均値は,Na,コ42.2士2.7,K4.ア±口.2,σa4、'7士0.2,Gコ.105.6士1.4,
 Heo326.6士1.8,1i!PO4.2.9士0.2,血清蛋白16.6士0.6皿Eq/4であり,Htは
 58.4士1.9%,全血水分量は81.5士0.5%ン血漿水分量は91.5士ロ.4%であった。
 これらの値を比較の基準とした。
 2例の真性尿毒症においては,高度の血清電解質異常(高K,高HPO些,代射性アチドーシス
 低Ca)が認められた。これは慢性腎炎末期のパタ・一ソであると、懸われる。
 急性腎炎に於け'る血清電解質測定値:Naの三期(初期,利尿期,軽快期)の平均値は,夫々
 て4哩.8士0.7,140、7士0.9,14コ,5士0.9mEq/4であり.,対照値と比較して有意
 の差はなかった。即ち血清Na濃度は三期にわたり変動に乏しく比較的良く調節されていた。K
 の三期の平均値は,夫々4.6士臼.2,4.8士。.2,4.4士。.2皿Eq/Zであリン対照値と
 比較して軽快期にのみ有意減少を認めた。しかし初期及び利尿期には測定値の分業磯i囲広く、特
 に利尿期には,か左り高値を示す例(最高6.8mEq/4)があった。この画期にK代謝の動揺
 があることは事実と思われる。Oaの三期の平均値はン夫々4・1士O.1・4・4・上0.1,
 4.6±0.1皿Eq/4であり,対照値と比較して初期及び利尿期に有意減少を認めた。これは主
 として血清蛋白低下の影響と、思われた。e■の三期の平均値は,夫々109.2士1.2ン104.5
 士1.4,105.6士1.11nEq/Zであり,対照値と比較して初期にのみ有意増加を認めた。
 HCO3の三i期の平均値は,夫々22.5士窪.1,26.4士1.5,26.1土1.5mEq/4であり,対
 照値と比較して。ユとは逆に初期にのみ有意減少を認めた。Hpo些の三糊の平均値は,夫々2.9
 一～4一
 '士0.2,ろ、0士02,2.7士0.2皿E吻であり,対照値と地校して有意の差はなかった。血清
 蛋白の三期の平均値は,夫々15.0土0.6,17、2土0.6,".5士0.ろmEq/彦で
 あり,対照値と比較して初期に有意減少,軽快期に有意増加を認めた。
 急性督炎に於けるH七,全血,血漿水分量測定値:Htの三期の平均値は,夫々52.8士2.2,
 56.5士5.8737.0土0.7%であり,対照値と比較して初期にのみ有意減少を認めた。全血
 水分量の三期の平均値は,夫々85、6±0.6,81.9士1.6,82.1土0.9%であり,
 対照値と比較して初期にのみ有意増加を認めた。血漿水分量の三期の平均値は,夫々92,4士
 0.4,一90.6土0.6,91.3士0.8%であり,対照値と比較して初期に有意増加,利
 尿期に有意減少を認めた。
 急性腎炎に於ける尿中排泄電解質:乏尿期の御こ定型的利尿期が来り軽快した例では,乏尿期
 にはNa,Gユ,K三者の排泄量はいずれも少く,利尿開始と共にNaの排泄増加が起り,それ
 に少しおくれてKの排潅増加が起るのを認めた。Naと。工排泄量の聞にはほ父並行関係が認め
 られた。Naが浮腫の主緩料であることを推測せしめる所見であると思われる。
 以上の成葦難病凝毎にまとめてみると,急性腎炎初期には,」般に血清Naは正常範囲内で,
 低Ga,低蛋白血症があり7高eユ性のアチドーシスが存在するものと、思われる。Kの態度は一定
 しをい。尚,H七減少と全血,血漿水分量増加が認められる。利尿期には,低Caが尚存在する
 が,e■,HOO3,血清蛋白は正常化し,Kはやはり一定の傾向は認められ攻いが,かなり高値
 を示して来る例があり,この時期にK代謝の大きな動揺があるものと思われる。軽快期には,血、
 清電解質は正常化するが,Kのみが有意減少を示し,その原因は,利尿期K代謝の動揺,副腎皮
 しロしラ
 質擬能,食餌中食塩鱒艮による尿細管至捻再吸収贔進等の影響が考えられるが闘らかでない。
 所謂仮性尿毒症の極期の血清電解質パターンは,一般急性腎炎憩、児のそれと大体同様であって,
ロ
ヨ
 特殊左傾向は認められなかった。
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 審査結果の要旨
 実験に供した患児は昭和51年7月より55年6月にいたる2年間に国立仙台病院小児科に入
 院した急性糸球体腎炎49例(4～15才,男児31例,女児18例)である。これらについて
 初期(乏尿期,2～15病日),利尿期(6～29病目)および軽快期(15～82病田)の5
 期において,血青Na,K,Ca(頗光分析法による),無機燐(アミノナフトールスルフオン酸法),
 HGOa(VanS■yke法),血清蛋白(屈折計による),全血および血漿水分量(黒田法によ
 る),血清および尿肛(Scha■es法)ならびに尿Na,K(燈光分析)を測定し,危険率5%
 にて検討している。
 血清Naは初期141.8πEq/L,利尿期140.7πEq/L,軽晩期141.5πEq/しの平均値を示
 し対照健康児のそれと差は液い。血清Kは初期4.6πEq/L,利尿期4.8πEq/しにて対照と差
 はないが,軽快期では4.4πEq/しで減少を示す。
 血清Oaは初期4.1彫Eq/L,利尿期4.4物E》しにて減少を示すが軽快期は4.6πEq/しに・
 して対照に比して差はない。血清G■は初期109,2窮Eq/しにて増加しているが利尿期.104.5
 πEq/L,軽来期粕5.6刎Eq/しにして正常値を示す。
 血清HGqは初期22.5帆q/しで減少を示すが利尿期26.4πEq/L,軽快期26.1π助/しで
 正常値を示す。
 血清PO{・は初期2.91利尿期5、0,軽快期2⊥7招電qノ乃にて何れ番正常値を示3㌔
 血清蛋白は初期15.oπEq/しにて減少を示し・利尿期でば17.2鴉Eq/しにて正常,軽・快』期
 17.5彩Eq/しに:て軽度の増加を示しているo
 H七ば初期52.8%にてやx減少を示すが利尿期}軽快期はそれぞれ56.5%,57.0%で正常
 範囲にある。
 全血水分量は初期85.6%にしてやX増加を示すが利尿期81.9%,軽快期82.1%で正常値を示
 す。一方血漿水分量は初期増加,軽快期減少を示す。
 尿中Na,K,G■の排泄は乏尿期は減少し,利尿の初期にはNa.C■の排泄が起り,や玉茜くれ
 てKの排泄増加をみる。
「
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